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方正県設立10 0周年記念祝典スナップ

.J
 ．
 

． 

県政府前広場での開会式とマスゲームなどの演技

（左の写真）左端は王鳳山氏、前号8号で転載した「方正地区日本人公墓の由来」を 1992

年に書いた方。当時県政府の副県長。大類の隣の右が当時外弁の副主任だった陳福堂さん。

（右の写真）方正テレビのニュースに突如現れた、日本語を喋る白髪の‘‘青年'’。
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忘れ難き歳月

福地正博

<解説：福地正博（ふくち・まさひろ、中国名：王久徳）さんは、いわゆる「残留孤児」

である。 19 3 9年、青森県生まれ、 19 4 2年4歳の時、両親と共に開拓団として旧満

州へ渡った。 19 4 5年7月、父が現地召集され、母、 2人の弟、妹と暮らすも、 8月の

日本の敗戦で逃げる途中に弟、妹が病死、母も伝染病で亡くした。 1 9 4 6年3月、福地

さんは病気で倒れているところを中国人夫婦に引き取られ成長した。

チチハル第一高級中学（高校）在学中に、チチハル市（撤江地区）で唯一人の学生代表

として、黒竜江省青年社会主義建設積極分子大会に出席。 1 9 6 4年、ハルピン科学技術

大学を卒業後、大学に残り助教授から教授へ。副学長時代に、ハルピン市南岡区人民代表

1期3年。ハルピン市民代表2期 10年。その後、黒竜江省政治協商会議委員。黒竜江省

政治協商会議科学教育文化体育委員会主任委員 1期5年。黒竜江省共産党代表2期 10年。

そしてさらにハルヒ゜ン科学技術大学学長。 1 9 8 4年に大学の共産党の責任者となる。「残

留孤児」として異例ともいえる昇進である。 19 6 7年 結婚、 1男2女をもうける。そ

の後、 2000年6月日本に帰国。同年 10月、千葉県市川市国府台に定住。現在、肺が

んで療養中である。

韓慶愈（当会顧間）さんは 19 9 1年、ハルビン科学技術大学の客員教授に要請され、

そのため 19 9 2年、同大学に赴き、昼食の宴に臨み、同学長だった王久徳さんに会った。

その際、王さんは「私は日本人で孤児だったのですよ」と韓に語った。驚いたのは韓であ

る。まさか「残留孤児」が学長だとは。その後、王さんが日本に里帰りの際、東京で再会

した。一時交流が途絶えたが、当会参与の奥村正雄が定住帰国して市川にいる王久徳さん

こと、福地正博さんとお付き合いがあることがわかり再び交流が復活した。

今回、韓さんのご紹介で福地さんに 11月10日、船橋の病院でお会いした。常に点滴

中であり、また話すのが容易でないが、気になる一点だけは確認したかった。「中国で周り

の人々は福地さんのことを、く残留日本人孤児＞としては知っていましたか」。

福地さんは、声は出なかったが、少し笑みを浮かべて頷かれた。それは、「当然、もちろ

ん知っていましたよ。知らないわけがないじゃないですか」という答えである。

なお、この原稿は講演の草稿として中国語で書かれたものであり、韓さんの夫人、韓美

津さんが翻訳した。パソコン入力はこの間、方正の総会で司会をしていただき、中国語も

堪能な森一彦さんを煩わした。記して感謝したい。（大類） ≫ 

*************************************** 

私は、 60年前に終ったあの戦争の中で、中国に置き去りにされた孤児が身をもって体

験した、何の血縁関係もないのに日中一体となった、ある家庭のことを述べたいと思う。

私の出生地は津軽海峡に接する青森県、成長したのは中国の松花江沿いのハルビン市。

日本生まれの中国育ちだ。父も母も教師。一家は5人で、両親、弟、妹と私。 19 4 2年、
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私が 4つのとき、第4次陸奥義勇隊開拓団として一家は中国黒竜江省の訥何県という町に

到着した。団長は山村智求さん、副団長は私の父の福地正造だった。そうして 2000年

6月、 58年ぶりに日本に戻ってきて、いまは千葉県の市川市に住んでいる。

H本に戻ってから、町で小学生を見かける度に、かつて訥河県立第一国民学校に通って

いた頃を思い出す。そこは日本人学校で、教師も生徒もみな日本人だった。学校では国語、

算数、図画、唱歌があり、運動会や遠足もあった。学校以外ではいつも友達と縄跳びや鬼

ごっこ、トンボ捕りやチョウチョ捕り。ときには木登りをして誰が高いか誰が早いかなど、

一日じゅう楽しいことばかりで、何の悩みもなかった。毎日喜んで学校に通い、暮らしに

何の心配もなく、遊びに夢中だった。ところがその頃、一家離散の危機が近づいていた。

家族の命を奪い去る悪魔が一歩また一歩、我が家に迫りつつあったのだ。

消息が途絶えた父

1 9 4 5年4月、私は7つで、 2年生。その頃、学校の様子が変わってきた。去年、花

を植えた場所には箆麻（唐胡麻：実からひまし油を取る）を植え、運動場には防空壕を掘

り、教室の窓ガラスには白い紙テープを米の字に貼りつけ、昼食の米飯には大豆が混ざっ

た。恒例の春の遠足は、射撃場へ行って弾頭や薬きょうを拾わされ、若い男性教師はつぎ

つぎに召集され、学校ではいつも防空演習が……。学校のこの変わりようが私には恐ろし

く、不安だった。そのうち、 6月末に先ず学校が休校になり、またすぐに私の父にも召集

令状が来た。困った父は、兵役につく前に家族をまずH本に帰したいと願い出たが、これ

は訥河県公薯の軍事係からひどく咎められ、父の申請書はその場で破られてしまった。

1 9 4 5年7月21日の午後のことだ。訥河県城の夏は涼しく、このときも秋のようだ

った。母は私達をつれて駅に行き父を見送った。父は動き出す列車のドアの所に立ち、涙

ぐみながら私達に手を振って別れを告げた。遠ざかる父の姿に私達は泣きながら「お父さ

ん」「お父さん」と叫び続けた。父を送ってから母が私に言った。「兵役の年齢がまた高く

なってしまった。お父さんは 35、お前は 7つ。よく覚えておくのよ」私はいまもはっき

り覚えている。母の言葉に、これから、予想もつかないことが起きるのを感じていた。そ

の後、北安という所から一度、父の手紙が来た。母は返事を出したが、その返信はなく、

父の消息は途絶えた。

飢えと寒さで死んだ母

1 9 4 5年8月15日の日本敗戦後のある日、ソ連軍の戦車が訥河の町に入って来て、

私の家の前を通った。道の両側は小旗を手にした歓迎の人でいっぱいだった。次の日、銃

を構えたソ連兵が「ダヴァイ、ダヴァイ」と言いながら私の家に乱入して来た。家の中は

手当り次第荒らされ略称された。私たち子供は母の後ろに隠れ璧ぎわで息を殺していた。

それからも彼らは何度もやってきたが、私たちはもう怖がらなかった。略奪させておけば

それでよかったのだ。

8月下旬、附近の開拓団の家族はみな北学田という所に集まるというので、私達一家と

隣家の村山団長一家とで、大八車を一台雇い、越冬用の衣類を持って、 9時ごろ出発し、

夕方に北学田の村に着いた。ひとまず、ある小学校（いまの豊産小学校）の教室に落ち着
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ナオフーズ

いたものの、そこにはもう大勢の婦人、老人、子供がいた。土地の人が‘‘間胡子’'（暴徒が

暴れる）と呼んでいる暴徒による略奪があることを考え、その後何度も場所を替えた。そ

の都度環境が悪くなり、最後には放置されていた厩舎に住んだ。寒さと食料不足による栄

養失調と、衛生条件の悪さから、伝染病が広がり、死が私達を襲い始めた。まず末の弟克
フーズ

夫が去り、次に妹の里子と弟の明も。それに厩舎にも胡子（暴徒）が襲って来た。その都

度、開拓団の人々は松明を燃やし金だらいを叩き大声で知らせ合った。その信号に気付く

たびに、衣類や日用品をあわただしく全部草むらに隠し、母は私を抱きかかえて草むらに

身をひそめた。暴徒は去った。暗夜で、彼らに品物を奪われることはなかったが、私達に

も探し出せなくなってしまい、ついに何一つなくなり着のみ着のままとなった。

1 2月になると気温は零下40度以下となり、母は防寒用の衣類を私に与え、少ない食

物を先ず私に与えていたので、飢えと寒さで倒れてしまった。最期のとき、高熱の中で私

と父の名を呼び、看護師の田村久江さんに「どうか正博を日本に連れて帰って、父親に渡

して下さい」と頼んだ。田村さんは、山形県出身で、その著『凍土に生きる―中国残留

婦人の手記』に、このことを記している。田村さんの話によれば、その時は薬もなく、水

を注射して母を慰めたとか。朝、私が目を覚ますと、私の右側に寝ていた母の顔に、誰が

したのか白い紙がかけてあり、私はそれを外すなり母の胸にすがって「お母さん！お母さ

ん！」と泣き叫んだが、母はもう目を覚まさなかった。その日、外は大雪で、和田与太郎

さんが背中合わせに母の遺体を背負い、私はそのあとについて、適当な場所を探して母を

埋葬した。とは言っても雪を土まんじゅうの形に盛り上げただけなので、私はその前に木

の枝を一本挿して、いつかここに来ることができる時の目印にした。当時の私は幼かった。

そんな枝は吹雪に飛ばされるか埋まるかだ。春になっても、どこに見つけられるのだろう。

私は肉親の最後の一人を失った。中国で5人の家族のうち残るのは私一人になってしまっ

た。

無蓋貨車でチチハルヘ

1 9 4 6年 1月、私は人の群れについて、凍傷の両足を引きずりながら訥河の町の方向

に歩いていた。飢えと寒さで、体の弱い人や病人は、路上で死んだり、力尽きて倒れたり、

目をそむけたいような情景だった。

私は道端の雪の上に座っているおばあさんを見つけた。その前には5つか6つぐらいの

女の子の死体があり、「私もここで死ぬよ」と泣き叫んでいた。若い女の人がそばにしやが

んで泣きながら話しかけていたが、おばあさんは疲れと悲しみで、もう歩けなくなってい

るのだ。人々はもらい泣きをするばかりだった。人の群れから遅れた私たち 30人余りに

は、日没前に目的地にたどり着く力はもう無かった。

仕方なく一軒の農家に宿を借りた。すると主人は親切にとうもろこし粉のお粥を作って、

めいめいにどんぶり一杯ずつ食べさせ、十分かどうかとたずねてくれた。皆は十分ですと

言って、とても感謝した。それから、干し草を敷いた上にひとかたまりになって眠った。

翌日、朝早く出発の準備をしているとき、オンドルに寝ていた何人かの女の人が、腰が曲

がって歩けなくなっていた。新しく作ったオンドルが、乾き切っていなかったために、一

晩中水蒸気に当って眠ってしまったからだ。私たちと一緒に行くことができず、この人た
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ちは村に残るしかなかった。

訥河の町に入り、もと住んでいた私の家に近い宿に泊まった。お湯を飲むことも、顔を

洗うこともできたし、夜にはランプの照明があった。子供を買いたいとか、養子に欲しい

とか言って来る者が毎日やって来たが、それ以外はひとまず平安だった。だがある日、揚
マーホア

げ菓子の麻花で私を誘い、抱きかかえて宿から連れ出そうとした者がいた。幸い開拓団の

人が追いかけて私を取り戻してくれた。ここに何日かいてから、チチハル行きの無蓋貨車

で訥河駅を離れた。何人かの老婦人と一人の妊婦は、体の都合で乗車できず、涙を流しな

がら私たちに手を振り叫びつづけた。妊婦は伊藤さんと言い、私は 19 8 8年前に訥河県

で会ったが、いまは帰国して京都に住んでおられる。無蓋貨車にはレールがヒ°ラミッド形

に積んであり、私は一番上に座って風と雪をまともに受けて、全身が凍り、知覚が無くな

って、失禁したのも知らなかった。列車は動いたり停まったり、時には 1時間以上停まる

こともあった。何人かは鉄道ぞいの大根畑に下りて、捨ててある虫喰い大根を焼いて飢え

を充たした。私は遠くへは行けず、人が食べ残した大根を食べた。こうして、どうにかチ

チハルに到着した。

養父母と出会う

チチハル収容所つまり難民収容所は、一棟の大倉庫で、中間に通路があり、その両側の

板張りに 300人以上の老若男女がごちゃ混ぜで住んでいた。朝食はどんぶり 1杯の高梁

粥と大粒の海塩。たまに粗挽きとうもろこしの粥が出れば良いほうだった。夜、私は麻袋

にもぐり込んで寝たので、朝起きると、顔が当っていた部分の麻袋の外側に白く霜がつい

ていたし、鼻の穴は麻クズだらけだった。ある日、女の人が話しかけて来た。私があなた

を日本の母方のおばあさんの家に連れて帰ると言う。当時、私は、父を探し出すか、父が

迎えに来るのを待っかと、そればかり考えていたので、その他のことは信じられず、返事

をしなかった。この親切な女の人は、いまどこにおられるか分からないが、ほんとうに感

謝しなければならない。そのころ、収容所の中で伝染病がはやり、毎日のように死者が出

た。遺体は、収容所の壕に投げ捨てられ、凍った死体は 2日か3日おきに大きいトラック

で運び出された。やがて私も感染してしまった。

永遠に忘れてはならない 19 4 6年3月、まさに私が生死の境で死神と争っていたとき、

中国の養父母が私を引き取ってくれたのだ。ずっとここにいたら死を待つだけだが、あの

人たちについて行けば、生きられるだろうと、勧めてくれる人もいた。「私は生きなければ

ならない。生きていればきっと父に会える。もし虐待されたら自殺するまで」と、養父母

について行った。

家に着くと、養母はまず、汚れて異臭を放ち風だらけで伝染病菌のついている私の衣類

を脱がせ、私を大きなたらいに入れ、温かいお湯で全身の垢を落としてくれた。私は心地

よく眠ってしまった。それは中国の旧暦2月2日、伝統の祝日のことだった。目が覚める

と、養母が餃子をゆでて私の前に置き、食べなさいというような、だが、そうではないよ

うな手振りをした。このとき、私はその優しい表情や静かな口調とまなざしから、これは

「食べなさい。でも食べすぎないように」という意味だと分かった。訥河の厩舎で母が私

に言ったことを思い出したのだ。「長い間食べるものが少なくて飢えているときは、食べ物
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を見つけても、絶対におなか一杯食べてはいけないよ」。養母の気持を知って、うなずいて

いると感動の涙が流れた。養母は私がその気持を理解したのを知ると強く抱きしめてくれ

た。虐待の心配などは消えた。だが、私はまったく知らない他国人の家庭に入ったわけで、

環境が変わり、言葉も通じない。生活習慣や飲食の習慣にもなじめない。その上、伝染病

の熱もあり気持はいらだっていた。

両親や弟、妹の顔がいつも目に浮かんだ。とりわけ母が私の横で死んでいた様子を思い

出すと涙が止まらない。夜、怖い夢を見て、夢の中で母や弟・妹の名を呼び続けることも

あった。昼間、寂しい時に日本の童謡を歌うと、隣の家の子供が窓からのぞいて「示屑―禾、

小日本」と私を指さした。養父栂はこんなことは全部知っていた。手厚い看護を受けて私

の病気が治ると、すぐにここを引っ越した。のちに養母から聞いたが私は腸チフスだった。

隣近所で私のことを「小日本」とばかにするのを避けて、年に 3回も引っ越し、最後に町

はずれの借家に住んだ。

右腕の骨に結核が・・・

1年後、私は中国語で会話や交流ができるようになり、友だちもできた。養母はその子

らに「久徳は私の実の子で、中国人だ。背が低いから日本の子だという人がいるが、これ

はあだ名なのだ。みんな、これからは小日本と言わないように。そうでなければみんなの

親たちに言いつけるからね」と言った。それからは面と向かって小日本と言う者はいなく

なった。 4月、九歳の時、私はその子らと共に小学校に上がった。

養父ば性格が内向的で、いつも口数が少なかったが、とても私を可愛がった。私が間違

ったことをしたり、友だちとけんかをしても、一度も叱ったことがなく、手を上げたこと

もない。養父には兄弟が多く、妹の家が子沢山で生活が苦しかったので、養父母が一人も

らい受けて養子にすることになっていた。ところが私を引き取ったので、その話はそれき

りになった。この件で親族の苦情は大きく、それぞれに養父を責めた。「親戚の子は要らな

いのに一族でもない子はもらう。しかも外国人だ。全く何を考えているのだ！」以後、親

戚と私たちは疎遠になり行き来もなくなった。養母は、日本人も人間だ、子供が病気であ

んなになっているのに見殺しにはできない！と言う。私が学校に入ると、また「もともと

豊かでもないのに学校に上げたりして。卒業しました、大きくなりました、さようならだ。

なんにも残らない。どうするのだ！」と言う者もいたが、養父母、とくに養母はこういう

声を無視した。「どの国の人間も、人間はみな感情を持っている、恩を忘れるのはごく少数

だ。この子はそんな人間ではない」。一部の者の水を差すような言葉を聞いて、却って養母

は私を育て上げる気持ちを強くした。

私の子供時代は、不幸なことがいつもつきまとった。小学4年のとき、うっかりして学

習机の蓋に手を挟まれ、右手の甲に小さいこぶができた。痛みはなく不自由もなかったの

で、誰にも話さなかった。次の年、赤く腫れ始め、痛んで化膿した。医者に見せると、骨

の結核だった。

不幸はこれだけでなく、同じ年、養父のリューマチ性関節炎が悪化し、肺気腫もあって

歩けなくなった。これまでは養父の野菜の行商で生活していたので、養父が働けなくなる

と、生計の維持が問題となり、治療どころではなかった。最低の日常生活の維持と、養父
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と私の治療費のため、養母はやむを得ず売り食い生活を始めた。ただ、これは応急手段で

あり、長引かせてはならないので、養母はよその家の子の世話をする仕事を見つけ、僅か

でも収入を得た。私の病状は好転せず、ひどくなっていた。右手の甲から始まり、右腕の

骨全体に結核が広がり、右腋裔リンパ腺結核になっていた。

当時、同級生の女の子の父がクリニックを開いていたので、その子に頼んで無料でX線

検査をしてもらった。私の右手と右腕の骨はすでに黒変しているので、切断しなければな

らない。右腕全部を体から切り放すという診断結果に、母はその場で気を失って倒れた。「絶

対に久徳の腕を切断させてはならない！」「何と言われてもこの子を腕なしにはさせな

い！」養母は二度とクリニックを訪ねなかった。私の病気を治せる漢方医を探し出しては

私を連れて行った。お金がないので養母は医者の前にひざまずき、頭を地につけて三拝九

拝し、額を真っ赤にして頼んでいた。災難からこの子を救って！と頼んでいるのだった。

医者は同情して、私の治療を無料にしたり、薬代を形式的に少し取るだけにしてくれた。

養父の病気治療のことはまったくあとまわしになっていた。養父自身がもう医者にはか

からないと決めていた。それはすべて私のためだった。

「決して養父拇の期待に背くまい」

1 9 5 2年、学制が変わって、春の始業が秋の始業になった。 4月入学だったのが9月

になった。それで私は半年早く、 7月に小学校を卒業した。当時、中華人民共和国は成立

間もなく、各市や県政府は教育レベルの高い行政幹部職員が至急に必要だったので、初級

行政幹部学校を作って、配属制を実施していた。

私は養父母の負担を軽くするために、早く就職して、その恩返しをしようと、こっそり

受験したが、骨結核のため身体検査で落とされた。やがて養父母はそれを知り、この子は

物事をよくわきまえ両親のためを思っている、これまでの苦労は無駄ではなかった、こん

なにしつかりした子には、命をかけてもかまわないと言った。また「何か考えていること

があったら私たちに相談しなさい」とも。それから「この家の心配はしなくてよい、私た

ちのことも考えなくてよい、勉強したいだけしなさい。家中のものを売り尽くしてでも、

病気を治して学校へ行かせるから」と。

養母の言葉に感動した私は決心した。「決して期待に背くまい」と。包帯で腕を吊って毎

日学校に行き、激痛をこらえながら仕上げた宿題ノートには、いつも先生の称賛と激励の

言葉があった。中学に入った私は奨学金の一等人民助学会を受けることを許された。また、

市内に住んでいる私だが学校の寄宿舎に入ることも特別に許可された。私の病気は、家計

が困難なので養父母は人から聞いたさまざまな民間療法で治そうとした。たんぽぽ、タバ

コの葉、各種のサボテン、蛇の皮、出土した銀、なかには人油などというものまで。だが、

どれもはっきりとした効果はなかった。

養父母の離婚

1 9 5 4年の秋、養母が50過ぎの男の人と、私に会いに学校に来て、新しい衣服を一

組届けてくれた。養母が、「これはお前の叔父さんだ、これからは劉叔父さんと呼びなさい」

と言った。私は考えた。どこから来た金で服を作ってくれたのだろう？ なぜ叔父さんと
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いう人が急に現れたのか？ 私はなぜ一度も会ったことがないのだろう？ 「お客」の前

だし、周囲には同級生もいるので聞きづらい。別れ際に養母が、日曜にきっと家に帰るよ

うに言い、私は同意した。

家に帰ると、食卓に沢山の料理が並んでいた。家ではいつも一菜一飯で、じゃがいも、

もやし、豆腐、ときには漬物だけのこともあるのに、今日はどうしたのだろう？養父母は

につこりしながら私をオンドルの所へ座らせた。家に帰るといつも喜んでくれるのだが、

今日は様子が違う。なにかわざとらしい。それにあの「叔父」までがここにいる。私は訳

が分からず動揺した。養母が料理をとり分けてくれる時、目が潤んでいる。私が顔を上げ

て、ふとん置き場を見ると、見たことのないふとんが一組増えていた。私はショックで頭

がガンガンした。ああ！ お拇さんは離婚するんだ！ 今日は私とのお別れなのか？ ！ 

私は思わず左手で食卓を土間に払い落とし、怒って学校へ走り帰った。

翌日、養父から私に話があるからと伝言があった。その晩、独りになった家で養父が話

し出した。昨夜、あれからお母さんは目が赤く腫れるほど泣いた。昨日のことはお前が悪

いのではない。全部私のせいだと溜め息をついて、事の起こりから話し始めた。養父の話

はこうだ。

貴重な養母の教え

私の養母は河北省蚊河県の人で、 19 2 2年の河北省大水害の時、難を逃れて 12歳で

父母と共に東北へ来た。転々とするうち父母とはぐれ、それが別れとなった。 1 6の時、

1 7歳年上の養父と結婚した。高齢で病身の養父の両親の世話をし、家事をこなした。そ

の年、夫の両親は病死し、借金が残った。それに結婚の時の借金も残っていて、これは高

利の金だった。みるみる増えるので、出稼ぎに行ってそれを返した。何度もつらい目に遭

い、大変な苦労をした。

一度、割のいい儲けになるというので、養母はどこで仕入れたのか分からないが、精白

米か精白小麦粉かを 5斤 (2,5キn)売ろうとしていたときに、日本の警察に見つかって、

警察へ連れて行かれた。当時、中国人がそんなものを食べるのは違法で、黒い粉か蕎麦粉

しか食べられなかった。守らなければ「国事犯」とされた。警察では激しい殴打の上、と

うがらし水を飲まされ、気を失えば冷水を浴びせられた。その時、生理中だったので、コ

ンクリートの床の水が真っ赤になった。
てんかん

養母はそれ以来、痴揃持ちになってしまった。それから 2、3年苦労して、生活を切り

詰め、やっと完済かという時に、養父は春節の休みで暇をもて余していた。他の人がカル

タをやっているのを眺めているうちに、自分も仲間に入り、 1年がかりでためた金を全部

すってしまった。怒った養母は首を吊ったが、発見が早く一命を取り留めた。現在、一家

三人のうち二人は病人。養母の糸紡ぎに頼って暮らしているが、治療費もないし、また新

しい借金もある。養父は自分の無能を悟り、養母に申し訳なくて、もう自分のことは放っ

ておいて誰か好い人を探してくれ、そして子供の病気を治してやれ、将来見込みがあるの

だから、と言ったが養母は承知しなかった。

その後二人で何度も話し合い、「この子の病気を治し、学校に通わせ、成人するまで育て

る」ことが共通の願いとなった。そこで「招夫養子」の方法が考え出された。まず親しく
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している友人に頼んで、年齢がふさわしく、安定した収入のある人を探してもらう。条件

は、私の病気治療、私の通学、養父の生活費負担。そうして、私の気持ちが動揺しないよ

う、学習に影響しないよう、事がすっかり決まってから私に説明しようと。日曜に私に家

に帰るようにと言ったのは、四人揃ったところで話を切り出すつもりだったのだ。だが私

は怒って食卓を払いのけてしまった。

養父母は離婚手続きのために裁判所に行ったが、門の前でためらっていて、どちらも先

に入っていく勇気がなかった。やっと心を決めて届けを出したが、判決を待つあいだも二

人は抱き合って泣いていて、誰かが麻花をすすめても譲り合うばかりで食べようともしな

かった。裁判官も、あなた方のような離婚は見たことがないと感動していた。いつも口数

の少ない養父が、この日は深夜1時まで話をした。私は泣きながら聞いていた。養母の深

い配慮も知らずに、責め立てて本当に申し訳なかったと後悔した。しつかり勉強して、将

来、最後まで二人の世話をするのだと心に決めた。

養母は不運な人だったが、善良で、強くて、てきぱきしていて、苦労を厭わず、頼まれ

事には必ず応じる人だった。夫の両親を大切にして仲が良く、近隣との関係も良く、互い

に何でも相談し助け合っていた。

以前、養母と養父は、南藤さんという日本人が経営する栄武菓子店で一緒に働いていた

ことがあり、南藤一家とのつき合いも良かった。南藤家の子供は私の養父母に対しても礼

儀正しく、養父母も「あの子らは教養がある」と、彼らが好きだった。私が養父母の家へ

行ってから、養母が私を連れて南藤家を訪問したことがある。南藤夫人が私に、養父母は

とても良い人だから、あなたがあの家にいれば私達は安心だと言った。南藤家の人は、日

本に帰国する前にも私に会いに来てくれた。

私の成長過程では、養母の教えというものが、人生観の形成に重要な作用をしている。

人として正直、誠実で、いい加減なことを言わない。引き受けたからには力を尽くしてや

り遂げ、約束を破ってはならない。体はどんなに苦しくても顔に出してはならない。やる

べきことはやり遂げる。途中で投げ出さず完全に仕上げる。人から一尺尊敬されたら、こ

ちらからは一丈の尊敬をする。最も困難で最も助けが欲しかった時の人の助けは、一生忘

れてはならない。一滴の水の恩には、泉を以って報い・・・。何度も聞いて、肝に銘じ、

私の行動の拠りどころになっている。

批判された文革時代

1 9 5 5年の春、私の病状はさらに悪化し、腋窯リンパ腺結核は左側にも拡がり、両腕

と左足が骨結核になっていた。右足はまだ良かったのだが、勉強を中断し、休学して家に

戻った。幸い「叔父」は収入があり、養父の方の従姉妹の一人からも援助を得たので、漢

方医学と西洋医学の併用で治療することになり、学校の青年団組織も私のために募金をし

てくれた。ある同窓生の父兄は先祖伝来の秘方で軟膏を作り、ただれた傷口に塗るなど・・・。

各方面の温かい心づかいと支援のもとで、一年間の集中的な治療を経て、私の病気はつい

に全快した。復学後、高等学校に推薦入学し、のちに大学に入った。

1 9 6 0年、養母は劉家の後継者のことを考えていた。それは将来私にも互いに行き来

し、助け合える親戚ができることだ。養母は、両親に捨てられ生まれて間もない女の子を
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引き取って育て、私の妹にした。可愛い子で、私がチチハルに帰ると、いつも私にまとい

つき、私の行く先、行く先へついて来た。私のお見合いの時も、行きたいと言うので、仕

方なく連れて行った。この妹はもう二児の母となっている。

「文化大革命」中は私も批判の対象となり、「戴高帽」「大弯腰」「陪闘」「遊闘」（注）を

経験した。 19 6 0年11月のある日、紅衛兵が学校食堂に大スローガンを貼り出した。「打

倒ファシスト、王久徳を父親の所へやってしまえ！」養父に何か不測の事態が起きたこと

を察したが、当時は通信も交通も不便で、翌日、誰にも言わずにチチハル行きの列車に乗

って家に帰った。養父が亡くなってすでに 3日、火葬が終わったところだった。私は遺骨

を抱いて大声で泣いた。「お父さん、遅くなりました。お許しください、お見送りができま

せんでした！」養父は肺膿瘍で亡くなった。 73歳だった。

1 9 7 0年1月、私が学生を連れて、ほかの所で実習をしているとき、学校に戻れとい

う緊急通知を受け取った。学校の革命委員会が、私の家族全員を農村に行かせて労働鍛錬

させるとの決定だった。満2歳の子供にまで労働鍛錬？ いや、そうではない。聞こえは

いいが実は戦いに備えての疎開だ、私達を守るためなのだと思って、服従するしかない。

出発の日は旧暦の 12月30日。私が訥河から無蓋貨車でチチハルの難民収容所に向かっ

た日だ。運命にもてあそばれる思いで、過ぎ去った辛い出来事を思い出した。 19 7 2年、

周慰来総理が、大学の新入生募集を発表。私は大学に呼び戻され、その後、もう大学から

離れることはなかった。

やっとわかった父の消息

養父母は私に与えるばかりで、何の報いも求めなかった。私が仕事についてからの仕送

りは、その都度積み立て、その上、よその子の世話をして得た収入も、生活を切り詰めて

残した分も、何かの時のためにと言っては、さまざまな形でまた私に送り返して来た。養

父母は私にまったく金を使わせなかったのだ。 1 9 8 9年2月、養拇が危篤になり、臨終

のときにつき添ったが、話したいことは山ほどあるのに、何の話もできなかった。ただ一

言「お母さん、私は、今と同じように、いやもっとよく妹の世話をします」というと、養

母はかすかにうなずき、安心して亡くなった。私が最も敬愛するお母さんは、永遠に私か

ら去ってしまった。 79歳だった。

同年3月、日本消防協会の徳田正明会長が私の大学を訪問され、その時に日本語の教授

肇永和先生から私の養母のことを聞かれた会長は、お悔やみの言葉と共に、これまでの情

況を訊ねられ、私の実父の行方を捜す手助けをしようと言われた。以前、養母が私を連れ

て南藤家に行ったときに、南藤夫人が「私たちが日本に帰国したら、あなたの親戚を探し

ましょう。そうしたら迎えに来てあなたを日本に連れて帰ります」と言われたことがあっ

た。南藤夫人が私の家に別れを告げに来られたとき、養毎は口実を設けて私をその場から

離れさせたため、夫人とは会えなかった。

この件を通して、養母は私が離れることが心配だったのだと悟った。養育の恩は生育の

恩に勝ると言う。何十年来、私の実父を思う気持ちは心中深くに埋めていた。養父母とも

すでに亡くなったいま、私の実父探しを手伝おうという申し出は、本当にうれしく、是非

ともご協力を得たいと即答した。 6月2日、北京の東方賓館で、実父の消息を知ることに
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なる。これは、今は我が大学の名誉教授である徳田正明会長からもたらされたものだ。私

の父もさまざまなルートを通じて、これまでに二度、黒龍江省に来て私を探したことが告

げられた。写真や関係資料も持参された。写真を手にすると、何十年の思いが一時に込み

上げ、激動の心情は言葉では言い表せない。別れて44年、父が健在で体調も良いと知っ

て、ほんとうに嬉しかった。私はその晩この吉報を、ハルヒ°ンで待ち受ける妻子に伝える

と、一家は極度の興奮と喜びに浸った。

8月、徳田会長のご尽力と多方面の調査により、多くの回り道を経て、父を探し当てて

くださった岩佐栄吉さんが、わざわざ青森に行って父に会い、事実を確認してくださった。

1 1月、徳田正明会長のお計らいで、消防協会の常務理事の方と岩佐さんに付き添ってい

ただき、私は青森に戻って父と対面を果たした。その夜、父は私の話を聞いて「実に偉大

な母親だ！」と深く感動し、「情深似海恩重如山」と筆を揮った。私は、父の気持を尊重

し、この書を養母の位牌の前に置いている。

二人の母の愛

切実な経験から私は、母の愛は最も偉大だと感じている。生母の乳は私を育んだ。私の

生母は飢えと寒さの毎日のなかで、生存の希望を私に託し、自らは死を選んだ。また、養

屈は敗戦国の孤児を死神の手から奪い返した。そればかりではなく、私のためにすべてを

傾けて惜しむことがなかった。また、生母の母、私の母方の祖母は、いつも海辺に立って、

娘が行った遠い中国の方を眺めては、早く戻って来るようにと、涙が涸れるまで泣いたそ

うだ。父が帰国後に迎えた継母も、高齢にも拘らず、わざわざ中国の私達一家に会いに来

てくれた。母の愛は無言で無限だ。母の愛がなければ人類は存在しない。

中国人であれ、日本人であれ、大多数は好い人であり、悪い事をするのはごく少数なの

だ。悪い事をしたとしても、誤りを認め、二度と悪い事をしなくなれば、これも好い人に

なれる。人と人との間は、国籍にかかわらず、互いにいたわり合い仲良くして行くべきで、

同じ一つの世界にいて、同じ美しい夢を見ていれば、ますます美しく、ますます幸福な明

日を迎えられる。

戦争には反対だ。世界の長く続く平和を願っている。だが見渡せば、世界には戦争が絶

えない。みな少数の統治者が引き起こしたもので、被害者は多くの民衆、とりわけ女性と

子供だ。なかでも、自分を守る術のない子供達だ。 60年前に終わったあの戦争こそ、日

本の少数の権力者と軍国主義者が引き起こしたものだ。中国の人々やその他の国の人々に

深刻な苦難をもたらした。それはまた、私を含めて日本の人々にも深い害を与えた。私が

養父母に引き取られたチチハル市では、今でも日本軍が残した化学兵器が人々を傷つけて

いる。

私は日中両国の人々が友好関係を発展させ、不幸な歴史を再び繰り返さず、戦争のない

世界、永遠に平和で、人類が友好的につき合い、世界に永遠の愛が満ちることを願ってい

る。
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日本に残留し定住したある中国人

～在日華僑・韓慶愈が生きた「もう一つの昭和史」～ 第5回

大類善啓

<前回までの粗筋> 多忙と「遊び心」？ が重なり、第4回（会報6号）で本稿が

止まっていたところ、読者から、その後の続きを読みたいという声が入った。ということ

で、中国が改革開放路線を取って軌道に乗る段階まで書いていきたいと思う。新たな読者

のために前回までの粗筋を紹介しておく。

韓慶愈は遼寧省で生まれ、ハルビン第一国民高等学校（旧制中学） 2年終了後の 1943年、

「満州国」から茨城県の太田中学に留学した。が戦局は悪化。新潟から船で帰国しようと

したが、ソ連の参戦や日本の敗戦のため出港した船は中国へ行かず、日本に舞い戻ってき

た。韓はやっと日本から解放されたと思ったが、蒋介石の国民党代表団からは、「祖国を裏

切った漢奸」とみなされ国民党に失望。新聞記者の見習いをしながら東京工業大学に進学。

新中国の誕生は、華僑たちの帰国熱を促し、韓も 19 5 3年第 1回の帰国船に学生代表と

して中国に行き、天津で摩承志に面会した。その時、摩は韓に、中国に帰国せず「日本に

残り、華僑向けの新聞を出せ」と指示した。韓は一瞬躊躇したが納得して日本に戻り、『大

地報』という新聞を創刊した。日中関係は徐々に発展、李徳全を団長とする中国紅十字会

代表団や京劇の名優・梅蘭芳などの来日では通訳として活躍。 1 9 7 0年には日本政府か

ら初めで帰国申請が許可され初訪中し新しい中国を見る。しかし、韓も中国では「スパイ」

として見られていたなど、日本にいる華僑とはいえ文化大革命を挟んで波乱の人生が続く。

3 5 “馬賊’'も現れた日中国交回復前後

韓慶愈が戦後初めて訪中した 19 7 0年当時の中国は、今と違い、中国は外に向かって

は閉鎖状態だった。韓が中国へ行くということがわかると、‘‘交流”のあった公安関係者か

ら「ぜひ会いたい、中国の実情を見てきてほしい」と言われたことは前述した。

それ以外にも、こういうエピソードがあった。戦前の中国大陸で“活躍”した日本の馬

賊に会わせられたのだ。

仕事で付き合いのあったY氏が、「馬賊の小白竜に会わせたい」と言う。小白竜こと、

/］、甘両肖飢氏は、モーゼル銃を神業のように扱い、義賊として一定の中国地域住民に支持

されていたらしい。が一方、日本陸軍の工作員としての顔をもっていた。 1 9 0 0年（明

治33年）生まれで新潟県三条市出身。 19 2 6年（大正 15年） 16歳で大陸に渡り、

馬賊に捕われ、下働きの後軍功を上げ、やがてその頭目になった。中国名は尚旭東、中国

民衆からは小白竜と呼ばれ親しまれていたという。

その小白竜に会わせたいという Y氏は、戦争中は大手商社にいた。戦後、日中貿易を推

進しようと全力を挙げて活動している鈴木一雄の知り合いでもあった。日中貿易促進会の

専務理事だった鈴木一雄とは韓はとても親しくしていたので、おのずとY氏とも知り合う
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ようになっていた。

Y氏は、インドネシアの石油開発にも関わる一方、「揚子江にダムが出来れば、日本に電

気を持ってこられる」というような気宇壮大な話をする人だった。そのY氏が、「中国へ帰

るのだから小白竜に一度紹介しておきたい」というので、韓は大久保付近にあった事務所

に連れて行かれ小白竜に会った。小白竜は、一方的に韓に話し出した。もう当時の内容は

ほとんど記憶の外にあるが、小白竜の話は大陸浪人的で、ほら吹きのような感じがしたと

いう記憶が今でも韓には残っている。

「第4野戦軍の林彪をよく知っている」と、は盛んに韓に言うのだ。林彪に会ったら、「私

の名前を言っていい」と言う。韓は内心苦笑しつつ小白竜の話を聞いていた。小白竜は、

餞別に当時の金で5万円ほどくれた。今なら 30万円ほどになるだろうか。中国に行った

が、もちろん林彪に会う機会もなく、韓は日本に帰っても小白竜に話すこともないのでそ

れっきり、一度だけの出会いだった。

実は筆者も、 19 7 9年にこの小白竜に一度会ったことがある。

1 9 7 8年の夏から 1年ほど、筆者は大本（教）の出口王仁三郎に魅せられ、 ドロップ

アウト！ し京都の綾部にいたことがあった。その時、大本の友人である出口三平さんが、

今は亡き作家の出口和明氏と共に小白竜を取材したことがあった。小白竜が戦前、王仁三

郎に会ったことがあるというのでその話を聞くためである。仲介したのは小白竜と親しく

していた大本信徒の大宮真人氏である。ちなみに小白竜が 19 8 2年、 82歳で亡くなっ

た時、ある大手新聞は、小日向白朗氏の死亡記事を載せた。どうも本物の小白竜だったよ

うである。葬儀委員長をされた方だ。

小白竜が話すテープを綾部の出口三平さんの自宅で聴かせてもらったが、実に聴き取り

にくいテープだった。肝心の王仁三郎との出会いの話もなく、三平さんも改めてテープを

聴きながら、「なんだか支離滅裂で．．．」で鼻白んでいる。

かつて周恩来に、ある人が小白竜の写真を見せたところ直ちに、「これは偽者だ」と喝破

したという話を聞いたことがある私は、「小白竜と言っても偽者もいるんだよねぇ」と三平

さんに語ったことが懐かしく思い出される。

36 キッシンジャー訪中秘話

その時から半年経ったろうか。 1 9 7 9年の秋、私は大宮氏と一緒に東京郊外の小白竜

の自宅で彼に会った。小白竜はその頃も、韓が言うように大陸浪人的というか、雲を掴む

ような話しぶりだった。例えば、首相を務めた佐藤栄作の死についてこんな話をした。佐

藤は 19 7 5年、築地の高級料亭で自民党幹部や財界首脳と会食中に脳溢血で倒れた。 4

日間料亭で容態を見たのち慈恵医大に移送されたが、一度も覚醒することなく昏睡を続け

た後亡くなった。その佐藤を、小白竜は「自分が呪いをかけたから死んだのだ」と言うよ

うな話をするのだ。確かに佐藤の死は、一部でミステリーのように語られていたことは確

かだったが。

唯ーリアリティーを感じさせたのは、彼との話を終えて引き揚げようとした際、どうし
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ても聞きたかったことを訊ねた時だった。それは、 19 7 1年、キッシンジャーによるミ

ステリアスな秘密訪中に関する米中の交渉秘話に関することである。

1 9 7 1年当時、週刊誌の記者をしていた私は、キッシンジャーの極秘訪中には、戦前

から中国に存在していた伝統的な秘密結社が絡んでいるという話を聞いていた。ミステリ

ーに満ちた極秘訪中を実現させる前に、アメリカは必死になって中国とのパイプを捜して

いたようだが、その一人が小白竜だったというのである。

ロスチャイルド一族の男に‘‘可愛いがられている”という I• R女史が、小白竜を見つ

け、小白竜をアメリカヘ連れて行ったというのだ。当時は、そんな話を半分、眉唾的に聞

いていた。小白竜の話を聞いているうちに、この話が本当なのかどうかを聞いてみたい誘

惑にかられたのだ。そこで帰る間際に、 I • R女史の話を切り出した。

すると突然、老人風に見えた小白竜の眼が輝き出した。「君は I• Rを知っているのか」

と問いただしてきた。私は突きつけられるような彼の問いにやや慌てた。「いや、 I • Rに

は会ったことはないが、米中の秘密接触に絡んでいたという話を聞いたことがあるの

で．．．」と応えた。実際、 I • Rには一度も会ったことはなく、彼女のM資金にからむ

詐欺話など半分与太話を知っていたに過ぎない。

小白竜は、 1女史のことを話し出した。ある時、 I女史が小白竜の前に現れ、アメリカ

へ行こうという。実際、小白竜はアメリカに連れて行かれ、アメリカの国務省で、ある役

人に会わせられたようだった。そのアメリカ人との話の途中、小白竜がトイレヘ行くと、

そのアメリカ人もついてきた。「連れション」である。

その時「アメリカ人は、きれいな北京語で俺に声をかけてきたんだ」と、小白竜は語る

のだ。この I女史との話だけは、実にリアリティーがあった。この「小白竜」は本物か偽

者かどうか。大陸で“活躍”していたなら、北京語は喋れるはずだ。そんな判断で、この

国務省の役人は北京語で小白竜に声をかけたのかもしれない。

1 9 7 0年頃、中国もアメリカとの接触を望んでいた。周恩来は、ある人が持参した小

白竜の顔写真を見せるや即座に、「これは偽者だ」と言い放ったという話はこの時期のこと

である。革命を闘い抜き、さまざまな情報網を持っていたであろう周恩来には、本物か偽

者かを見分ける識眼があったといえるエピソードの一つかもしれないが、これも真偽のほ

どはわからない。

当時、やや怪しげな話だった米中の秘密交渉に絡むエピソードがその時、実にリアリテ

ィーをもって翻ってきた。アメリカはいろんなルートを使って中国との窓口を探していた

のだ、という話は本当だったとその時改めて思ったのだった。

37 中ソ対立、日中両共産党の対立が波及

韓が手がけた仕事の中で重要な『日本工業技術』という話を始める前に、今一度、時代

をもう少し前に戻そう。

1 9 5 2年にモスクワで国際経済会議が開かれ、翌年の 53年に同じ国際会議が中国で

開催されたことは前に話した。その時、中国で国際貿易促進委員会が成立した。モスクワ

の会議に参加していた国会議員の高良とみ、帆足計、宮腰喜助ら 3人が モスクワから北
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京入りをした時である。そして13本でも、 1 9 5 4年に国際貿易促進協会が設立された。

この時の立役者が前回にも紹介した鈴木一雄だった。鈴木は、中国と同じように促進「協

会」ではなく、促進「委員会」にすべきだという意見で、事務局は日中貿易促進会が担当

するという腹づもりだった。日中貿易促進会は、 19 5 0年の初めごろに成立した文字通

り中国との貿易を推進するために作られた日本共産党の親中派組織だった。組織は大連商

業出身の首藤実が実質的なリーダーだった。ところが蓋を開けてみると、共産党系以外の

村田省蔵など、三菱商事や三井物産などのダミーが入っていて、鈴木の意志は多勢に無勢

で結局、「委員会」でなく「協会」になり、事務局を別個に作ることになってしまった 鈴

木は意のままにならず無念の境地だった。

中ソの動きが徐々に日本の左翼陣営にも反映されてきた。 1 9 6 3年、中国はソ連を修

正主義と批判する。

「銃から政権が生まれる」。毛沢東は高らかにそう宣言していた。ところが、日本共産党

は議会を通して多数を獲得して共産党政権を実現しようと考えていた。日本共産党は中国

と距離をおくようになっていった。そうして日中貿易促進会から鈴木一雄など親中派の人

たちが追い出されて行った。日中貿易促進会は最終的には 19 6 6年 10月解散した。

3 8 「日本の工業技術を伝えなければ...」

日本の優れた工業技術を中国に伝えることは、中国の発展には欠かせないことだ、と前々

から考えていた韓は、なんとかして日本から中国向けの技術総合誌を発行したいと思って

しヽた。

1 9 6 4年の4月、中国国際貿易促進委員会の主席だった南漢震が、日本で開催される

経済貿易展覧会のために来日した。中国の対外貿易業務の最高の地位にいた南漢震一行を

迎える事務局が作られ、韓は華僑を代表してその事務局に入った。連日、赤坂にあったホ

テルニュージャパンの大きい部屋の一室に韓も泊まった。展覧会が閉幕になった後、南漢

震らはH本を視察した。その折り南漢震から、雑誌や新聞を発行するにしても、「自力更生

をしろ」と言われた。

そのような事情もあり、韓は中国語の雑誌を通して日本の工業技術を紹介する構想を考

えた。翌年の 19 6 5年、南漢震が原水爆禁止世界大会・中国代表団団長として日本にや

って来た時、そのアイディアをぶつけてみようと考えた。韓はそのアイディアを蓼事務所

のスタッフに説明し、協力して南漢震を説得してくれるようにと頼んだ。一人だけで南漢

震を説得できる自信がなかったのだ。

当時、蓼事務所の首席代表だった孫平化は、そのH用事があり南漢震の所へは行けない。

そこで韓は、呉曙東と陳抗の二人の代表を連れて南漢震の所に行き企画書を見せたところ、

南漢震は、「なんだ、このことなら、韓さんが一人来るだけで充分じゃないの」と言った。

韓はいや、「心細かったから」と言うと、「君ならよく知っているから大丈夫だよ。わかっ

た」とすぐに了解してくれた。

その言葉を聞くと韓は用意周到に、墨と紙を出してタイトルの字を色紙や軸などを入れ
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て3枚ほど書いてもらった。その趣旨は、「日本の工業技術を紹介することは日本と中国と

の友好関係にも役立つ」という内容である。この南漢震の言葉は、日本の業界を説得する

にはいい手段だと思った。日本の商社やメーカーが、中国と貿易するには中国の国貿促抜

きには考えられない。中国の国貿促が元締めである。そのボスに書いてもらい、それを日

本での営業用に使おうとを考えたのだ。チラシを作り宣伝文句にして、 19 6 5年のうち

に創刊号を出そうと思っていた。

3 9 雑誌創刊に横やりが入る

ところが思わぬところから、横やりが入った。韓の企画を知って、鈴木一雄の後を受け

て日中貿易促進会の専務理事になっていた隅井正典が動き出したのだ。

韓のアイディアを剰窃するかのように、 19 6 5年、隅井正典らは密かに北京へ行き、

中国の国貿促に自分たちも雑誌を刊行したいと話しに行った。

韓は自分のアイディアをこのような形で盗まれ愉快ではない。すでに準備をして広告も

それなりに取り付けていた。隅井たちは韓の存在を無視できないことは知っていた。そし

て帰国するや、「雑誌は、韓先生抜きにできませんから」と編集顧問になってくれと言って

きた。隅井たちと争っても良くない。中国の政策にも合わないと思い、韓は中国の国貿促

に「わかった」と言い、協力するようにした。また、当時は両方の組織が同じような雑誌

を発行できるほど中国市場は大きくはなかったということでもあった。

1 9 6 6年になると、日中の共産両党は激しい論争を繰り広げた。その結果、中国側は

「日中貿易促進会を相手にせず」という声明を出した。同時に、彼らが出した雑誌は受け

取れないと言い出した。雑誌を発行しても、中国に送付できなかったら広告料は取れない。

困り果てた日中貿易促進会の事務局長である押）l|正夫は、蓼事務所の呉曙東の所に泣きっ

いた。押川は日共系に属していたが、彼個人は反中国派ではなかった。

押川は呉曙東から「これについては韓慶愈に相談をしなさい」と言われた。押川はそれ

で韓のところにきた。すでに翻訳料や印刷代などが 200万ほどかかっていた。押川はな

んとかならないものかと韓に言ってきた。すでに雑誌はほぼできつつあった。

そのために新しく表紙を変え、奥付も変えた。中国は、日共系の企業広告などは受け付

けなかったので、日共関係の頁を差し替え、新規に装Tし直して発行した。 1 9 6 6年の

ことである。タイトルは「日中貿易」とした。

40  難産だった『日本工業技術』の創刊

そのような事情もあり、『日本工業技術』を生むまでには紆余曲折、さまざまな苦労があ

った。しかしやっと 19 6 7年に創刊号を出すことができた。季刊である。創刊号には、

日本電気の社長だった小林宏治に半導体関係について論文を書いてもらった。

発行当初の頃は、中国は文化大革命の真最中である。しかし、中国からお墨付きをもら

っていたから強い。中国へ送った雑誌は、中国・国貿促の技術交流部が責任をもって工場

や研究所に配布してくれた。印刷した 2000部のうち、 10 0 0部以上を船便で出した。

残りは営業用として日本で活用した。だいぶ後になってから、巻末にアンケートはつけた。
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筆者が 19 7 9年に、大地報社の後身の向陽社に入社した当時も「日本工業技術」を発

行していたが、返信されてきたアンケート用紙には事細かく、「貴誌に掲載されていた製品

や技術に関する資料を送ってくれ」という文面も見られたが、まだ文革中の時は、アンケ

ート用紙もつけていなかった。

韓は、日本の関係者から中国での「日本工業技術」の反響を聞かれると、いつも「大変

な反響ですよ（笑）」と答えていたそうだ。

ある時、日本の支援者から、「雑誌に毛語録がないとだめだ」と言われた。掲載する論文

は技術的なものであり、イデオロギー色がない技術雑誌に毛語録をつけたって意味はない

と韓は思ったが、その日本人は中国一点張りだ。その人が所属する団体は韓の応援団体で

もあり、しぶしぶ同意して毛語録を最初の頁につけた。

1 9 6 9年には北京で日本工業展覧会が開催された。その時、韓は「産品総覧」という

総合目録を作った。監修は日本の国貿促である。韓は、編集、翻訳などで奔走し 12 0 0 

万円ほど稼いだが翌年、過労で倒れてしまった。韓にはあまり儲け話は似合わないが、こ

の時は広告料も多く入り潤ったので、大盤振る舞いをして国貿促に 12 0万円ほど寄贈し

たこともあった。国貿促に行った時などは、冗談交じりに「君たち、ちゃんとやっている

かい」なんて軽口をたたけるような時期だった。社員は5、6人の小世帯だったが、こん

な話をするときの韓には微笑が絶えない。

世界的な半導体の権威者である西澤潤ー氏を知ったのもこの頃のことである。

『日本工業技術』は、中国向け担当者で知らない人がいないほどになり、広告は充分と

はいえないが、とりあえず満足できるほど集まった。広告の営業は昧貿易事業社が担当し

た。社長の北村とは友人でもある。広告を取るために、北村と一緒に貿易会社を歩いた。「中

国と商売をしたいなら広告を出しなさい」と、企業の担当者に説得する北村は広告営業の

ベテランだ。韓はその方面では歯が立たず、話すことはもっぱら中国の政治や経済事情だ

った。

文革当時の中国が相手だと、商社マンの中には「こんな時代に商売は大丈夫ですかね」

という意見も出そうに思えるが、現実にはそんなことはなかった。韓は当時40代である。

まだまだ若い気分で意気込みもあったから、仮に中国には「自由はない」などという論争

になると、「じやあ自由とは何だ」といって論争する。そんな時代だった。

文化大革命の時代の中国は、日本人だけでなく、世界からも不可解な国に映っていた。

しかし中国担当者にすれば、やはり中国の展示会に出展して実績を作りたいと考えている。

日本人の中国担当者から見れば、やはり中国事情に詳しい華僑の韓から少しでも話を聞き

たいという気持ちだ。当時、「中国に恐怖心をもっていた会社など1社もなかった」という

のが韓の実感である。

4 1 イデオロギーの終焉

1 9 6 9年に上海で「日本工業展」が行われた。文革中といえども、中国人が何万人も

見にくるのだ。長崎国旗事件で 19 5 8年から 60年まで日中貿易は途絶えていたが、そ
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れでも 19 5 7年、 58年には、北京と上海で展示会、大阪でも展示会が開催されていた。

南漢震とはずっとそういう時期からも付き合いである。しかし、その南漢震も文革の時、

自殺した。たぶん、 1 9 6 7年か68年頃だったろう。韓は、中国へ行った人からそのこ

とを聞いた。言葉は出なかった。

その頃、韓の親しい中国の人たちはほとんど行方がわからなかった。対日関係の中心人

物である摩承志は表舞台には出てこず、周恩来が中南海の一角にかくまっていた時期であ

る。

混乱の中、日本での文革をめぐる争いについて、中国側の指示を仰いだところ突然、「大

地報社をやめろ」と中国側から通知がきたということは前回に記した。

やむを得ず、韓は大地報社を解散し閉鎖した。そこで「産品総覧」で儲けた 12 0 0万

円の収入と、社員がもらった退職金を出し合って、新たに株式会社向陽社を 19 7 0年2

月16日に立ち上げた。新会社は、翻訳、出版（工業技術、工業辞典、電砥本など）、そし

て写植を使って国貿促の新聞や「貿易必携」などのハンドブックを出していった。

1 9 7 1年、前出のようにニクソン訪中が電撃的に発表された。それと共に、韓も忙し

くなった。仕事が目に見えて増えてきた。日刊工業新聞などの専門紙がメーカーの中国向

けの動きを報道する。そういう会社にはすぐ、「協力しますよ」と電話をかけて営業活動を

する。大地報社から向陽社に変わっても常に仕事はあった。

日本の企業はイデオロギーでは動かない。要は少しでも貿易量を増やしたいのだ。韓の

ところに相談に来る人たちは、韓が中国人なのでうまく韓と話せば中国との取引も順調に

いくのではないかと思う人もいた。

日本のビジネスマンが本当に知りたいのは何なのかと考えた時、文革時のように毛沢東

思想万歳だけでは役に立たないことはわかっている。若いH本の記者たちは、新華社や人

民日報の調子に引きずられていく。これではまずいと考えた。本当に知りたいのは中国の

工業関係のニュースではないだろうか。幸いに、中国新聞社（新華社と並んで大きい通信

社で、海外にいる中国人にニュースを出していた）とも付き合いがある。そこと組んで香

港からニュースをもらおうと考えた。昔の「大地報」は毛沢東万歳のニュースで埋まって

いた。その大地報を停刊した今、大地報で蓄積したアイディアを活用して中国の工業ニュ

ースを出す時期だと思ったのだ。

そして 19 7 0年の 1月に第 1号を新天社という別会社を作って出した。韓は、夫人の

美津と数人の翻訳者たちで出発した。中国の工業技術のニュースを出して採算が取れるな

ら、向陽社が赤字になっても生きていけると考えたのだ。夫人の韓美津は身を粉にするよ

うに働いた。若い友人の相原あや子は、骨惜しみせずタイプを打ち続けた。輪転機のオフ

セットを40万円で買ったのもその頃である。
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ほうまさ

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

ー「方正友好交流の会」へのお誘い一―-

1945年の夏、ソ連参戦と続く H本の敗戦は、 113満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋非したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、国際的な友愛精

神、国際主義的な精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の

前身は 19 9 3年に設立され、 2005年6月に再発足し、日中友好の原点の地ともいう

べき「方正」に光を当てたいと活動しております。

個人会員ーロ 1,000円 団体・法人会員ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方正友好交流の会

101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 （社） H中科学技術文化センター内

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 E-mail: ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス： http:/www.houmasa.com/ 
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書籍案内

方正友好交流の会が編集した本と会員及び関係著書をご紹介します。

＊ 『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ーハルビン市方正県物語一』

方正友好交流の会編著

定価 1500円

本書には、日本人公幕建立までの経緯などを王鳳山と奥村正雄が、中国養父母公墓を自

カで建立した遠藤勇さんの半生を大副敬二郎が、方正県住民の家に住み込み、全力で稲作

指導に邁進し「日中友好水稲王」といわれた藤原長作さんの一生と、敗戦後八路軍に入り

帰国後、日中友好運動や麻山事件の犠牲者の公幕建立で活躍された金丸千尋さんの半生を

大類善啓が執筆。また「方正友好交流の会」を成立以前から支えた人々の座談会を牧野史

敬が司会進行した記録などが収録されている。（事務局に残部あり）

＊『中国残留日本人という経験 「満洲」と日本を間い続けて』 蘭信三 編

中国残留B本人
tいう経験
,...,叫ふ'“d 」叩•n A L』‘'＂’’’Lヽ..,＂’'心’`マし 199kh,、d,＂’‘19

「満洲」と日本を問い続けて

閾且三・紺

曇
●憧日事1i令""""うば尺て色たのか’9

クローハル化とナシコナリスムはいかに交IIしているのか9

中"'’ばA4人のある久J"'か朽●9ことう牛かすのか’’
‘‘i、i必洲＇を総 i'111,

勉誠出版昧 TEL: 03-5215-9021 

FAX. : 03-5215・9025 定価 8000円（税別）

本書は、中国残留日本人の多彩な経験を通して、

現代の日本を間い、「満洲」とは何だったのかを総

括する。いわば中国残留日本人研究の総決算ともい

える 600頁を超える大部の書だ。会員の南誠さんも

『想像される「残留日本人」一国民をめぐる包摂と排除』

を執筆している。また、会員の猪股祐介さんも『満

洲農業移民から中国残留日本人へ』というタイトル

で本書に論文を書いている。実は今回の 9号で猪股

さんに本書紹介の原稿を書いていただく予定だった

が、多忙のため締め切りに間に合わなかった。猪股

さんには次号で詳しく紹介していただく予定である。

＊ 『風雪に耐えて咲く寒梅のように 二つの祖国の狭間に生きて』

可児カ一郎著

定価 1700円

著者は、旧満州へ入植してから 17年ほどの中国での残留生活を経て帰国するまでの記億

を綴ろうと、慣れない日本語と苦闘しながら、 2003年本書を書き上げた。本書は事務局で

も扱っているので、払込取扱栗を利用されるか、著者宛てに直接申し込んでいただきたい。

〒399-5303 長野県木曽郡木曾町田立 12 2 3 可児カ一郎（かに りきいちろう）

電話 0573-75-4 755 FAX 0573-75-4557 
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＊
 

『赤い夕陽の満）、卜1にて 「昭和」 への旅』 高橋健男 著

定価 2400円（税別）

著者は 1946年生まれ。本書は［昭和は終わっていない」という間題意識のもと、満蒙

開拓という国策とそれに加わった人たちの軌跡を追求した大著。新風舎版に加除修正を

加えて再出版。購読希望者は全国の書店あるいは直接文芸社販売部 (03-5369-2299) に。

＊
 

『満州開拓民悲史一碑が、土塊が、語りかける』 高橋健男 著

満州開拓民に何が起こったのか？ 中国残留孤児はなぜ生まれたのか？

れ、満州開拓の果てに斃れた受難の民への鎮魂を込めて、

拓民跡事件の殉難者たちを初めて総体的に検証する。

者は全国の書店あるいは直接批評社 (03・3813-6344) に。

（税別）

国策に翻弄さ

方正に集結した避難民、佐渡開

方正を知るためには格好の書。希望

定価 3000円

日本中国友好協会（長尾光之会長）

「日本中国友好新聞」 09年 10月 25日付

社団法人日中友好協会（加藤紘ー会長）

「日本と中国」 09年9月5日付

『霜鳥］りさんの満州•満蒙開拓団＼終戦＼その後一』
高野悦子

旧
満
洲
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
た
ち
は
、
侵
略
し
た

地
で
生
き
た
、
と
い
う
負

い
目
に
近
い
感
情
を
も
つ
自
身
の
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

一
方
、
中
国
東
北
部
を
思
テ
ィ
ー
の
探
究
と
、
確
認

う
気
持
ち
は
今
で
も
人
一
の
旅
に
も
な
っ
て
い
る
。

倍

強

い

よ

う

だ

。

著

者

の

父

、

高

野

奥

作

岩
波
ホ
ー
ル
の
総
支
配
は
、
東
京
帝
大
上
木
科
を

卒
業
す
る
や

満

鉄

に

入

゜
庫

40
別
社
、
特
急
あ

黒
龍
江
へ
の
旅

じ
あ
号
や
鉄

文

〇

濯

i

代

21

道
建
設
に
全

―
現

5
円

一
波

0
3
0
0

野

店

i

岩

C
1
1

身
全
霊
を
傾

鴎
5

．
 
け
た
。

高

人
と
し
て
、
芸
術
性
の
高
本
書
に
は
豪
放
福
落
、

い
世
界
の
映
画
を
世
に
送
型
破
り
な
輿
作
が
著
者
や

り
出
し
て
い
る
苦
者
も
ま
友
人
知
人
の
回
想
な
ど
を

た
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
満
鉄
の
技
師
弾
丸
が
飛
び
交
う
中
、

と
し
て
生
き
た
父
を
弔
ゲ
リ
ラ
や
洪
水
で
破
壊
さ

い
、
追
想
し
た
旅
の
記
録
れ
た
鉄
道
の
復
旧
工
事

だ
が
、
期
せ
ず
し
て
著
者
を
、
中
国
人
労
働
者
を
使

表
題
の
小
さ
な
冊
子
。
大

和
清
一
氏
が
書
き
、
日
中
友

好
協
会
伊
勢
崎
支
部
が
発
行

し
て
い
る
。

語
っ
て
い
る
霜
鳥
フ
ク
さ

ん
は
山
形
県
出
身
で
、
「
佐

渡
開
拓
団
跡
」
の
惨
劇
の
奇

跡
的
な
生
存
者
で
あ
る
。

終
戦
も
知
ら
ず
、
地
獄
の

逃
避
行
を
続
け
て
い
た
各
地

の
満
蒙
開
拓
団
の
人
た
ち
2

0
0
0人
近
く
（
正
確
な
数

は
分
か
ら
な
い
）
が
た
ど
り

着
き
、
ソ
連
軍
の
包
囲
攻
撃

で
「
自
決
」
を
含
め
全
滅
し

た
、
あ
の
悲
劇
の
「
佐
渡
開

拓
団
」
。
フ
ク
さ
ん
の
話
は
、
「
大

地
の
子
」
と
ぴ
っ
た
り
重
な

る
。
父
は
終
戦
ひ
と
月
前
の

7
月
に
召
集
さ
れ
消
患
不

明
、
祖
父
と
祖
母
は
逃
避
行

の
な
か
で
亡
く
な
り
、

17
歳

の
兄
は
警
備
に
立
つ
と
い
う

こ
と
で
家
族

と
別
れ
、
母

は
フ
ク
さ
ん

(14歳
）
、
弟

(12歳
）
、
妹

(
4歳
）
と

生
後
8
カ
月

の
乳
飲
み
子

い
陣
頭
掴
揮
を
す
る
。

そ
の
濡
海
鉄
路
を
退
職

す
る
時
、
褒
美
に
な
ん
で

も
好
き
な
も
の
を
言
え
と

い
わ
れ
た
固
作
は
、
当
時

の
月
給
の

6
0
0倍
を
要

求
。
そ
の
全
額
を
、
苦
労

を
共
に
し
た
中
国
人
労
働

者
に
分
け
与
え
た
。

敗
戦
直
後
、
彼
ら
は
将

官
に
な
っ
て
い
た
。
輿
作

を
訪
ね
、
昔
の
お
礼
に
と

米
や
塩
、
味
噌
を
く
れ

た
。
輿
作
は
、
そ
れ
を
満

鉄
社
具
た
ち
に
配
っ
た
。

ソ
連
参
戦
の
時
、
関
東

軍
が
鉄
道
関
係
の
重
要
書

類
を
焼
却
す
る
よ
う
命
令

し
た
。
が
、
「
施
設
関
係
図

面
は
焼
く
な
。
一
部
だ
け

は
必
ず
残
せ
」
と
顔
を
真

赤
に
し
て
駈
け
ず
り
回
っ

た
の
も
固
作
だ
っ
た
。

を
連
れ
て
「
佐
渡
開
拓
団
」

跡
に
入
っ
た
が
、
ソ
連
軍
の

銃
撃
を
受
け
乳
飲
み
子
を
掴

い
た
ま
ま
亡
く
な
り
（
乳
飲

み
子
の
そ
の
後
は
不
明
）
、

奇
跡
的
に
助
か
っ
た
フ
ク
さ

ん
と
弟
、
妹
は
中
国
人
に
連

れ
ら
れ
て
い
く
と
こ
ろ
で
別

れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
フ
ク
さ
ん
の
蓮
命

は
、
ま
た
大
き
く
変
わ
る
。

虐
待
す
る
中
国
人
の
家
か
ら

逃
げ
出
し
た
フ
ク
さ
ん
は
、

ハ
ル
ビ
ン
の
日
本
人
難
民
収

容
所
で
帰
国
を
待
つ
が
、
そ

こ
は
飢
餓
と
発
疹
チ
プ
ス
の

地
獄
。
こ
の
ま
ま
で
は
死
ん

で
し
ま
う
、
と
思
い
切
っ
て

八
路
軍
の
看
護
婦
に
応
募

し
、
国
共
内
戦
時
代
か
ら
解

「
度
胸
の
い
い
男
で
馬

賊
の
頭
目
く
ら
い
は
悠
々

と
手
玉
に
と
っ
て
し
ま

う
」
と
、
親
友
・
中
谷
宇

吉
郎
は
回
想
し
て
い
る
。

ソ
連
国
境
そ
ば
の
黒
河

に
鉄
道
が
達
し
た
時
、
「
ま

る
で
砂
漠
に
城
を
築
い
た

よ
う
だ
」
と
喜
ん
だ
父
と

同
じ
黒
河
に
立
ち
、
父
を

悼
み
慕
う
著
者
の
思
い

が
、
ず
っ
し
り
と
胸
に
響

い
て
く
る
。

初
版
か
ら
23年
、
今
回

新
た
に
文
庫
に
な
っ
た
。

戦
後
、
政
界
の
出
馬
も
断

り
、
叙
勲
も
「
あ
な
た
に

似
合
わ
な
い
」
と
い
う
妻

の
進
―
-
―
-
＝
で
断
っ
た
。
「
こ

ん
な
爽
や
か
な
男
が
日
本

に
い
た
の
だ
」
と
驚
く
。

若
い
人
達
に
ぜ
ひ
読
ん
で

ほ
し
い
。
（
大
類
善
啓
）

放
ま
で
8
年
間
を
従
甲
看
護

婦
と
し
て
過
-
3
し、

1
9
5

3
年
に
帰
国
し
た
。

語
ら
れ
て
い
る
内
容
も
す

-3
い
が
、
こ
の
小
さ
な
冊

子
、
そ
れ
と
と
も
に
、
満
蒙

開
拓
団
と
は
な
ん
だ
っ
た
の

か
、
残
留
孤
児
、
残
留
婦
人

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
「
す
べ
て
が
分
か
っ
た
」

と
思
っ
ほ
ど
、
周
到
で
踏
み

込
ん
だ
解
説
が
つ
い
て
い

る。
満
蒙
開
拓
団
に
つ
い
て
、

残
留
孤
児
、
残
留
婦
人
に
つ

い
て
「
一
冊
で
」
知
り
た
い

（
そ
れ
は
も
と
も
と
無
理
な

の
だ
が
）
と
い
う
人
に
は
、

躊
躇
な
く
こ
の
小
冊
子
を

薦
め
た
い
。
（
大
村
新
一
郎
）
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<報告> ありがとうございました

前号の会報8号発行後、カンパをお寄せいただいた方、また新たに会員になられた方々

のお名前を記して感謝の意をお伝えします。ありがとうございました。（敬称略、受付けた

順に記載しました。 09年12月1日現在）

遠藤勇松尾政司永瀬明子中島静枝篠田欽次石原健一高橋幸喜駒ヶ嶺法子

佐藤良夫鵜沢弘伊原忠生田和美伊藤幸枝山田陽子延城寺・網代正孝小関光

二萩原武太郎山内良子師岡武男石田和久有馬和子高橋健男渡辺一枝菊地

薫山岸忠夫阿久津国秀中島紀子望月迪洋奥村勉鳩貝清太郎岡崎友美竹中

一雄岩噌弘三山田弘子（越谷市）北原汎小畑正子村田春恵柴田ケイ子魚崎宏

阿部恵一白西紳一郎稲川清ー前川孝一鳥島せい子出口三平高木誠一郎穂苅

甲子男三森陽子武吉次朗伊東行子神田さち子田中喜久子水城可巻口弘丸

野公平士川克廣小早川のぞみ福井以津子東山健吾木村美智子川口憲瀧亀久

男古賀勇ー北澤博史新谷陽子鈴木幸子石原政子豊田芳美江見迪子皆川純

麿栗原彬鈴木俊作松岡満壽男寿山会金丸良平中島俊江田中賓芹澤昇雄

泉満里見繁前川よしえ成田晃一宮田一郎北澤吉三羽賀美代子久保祐雄飯

牟礼一臣森田恭子山田弘子（新潟市）栗原貞子野田尚道南誠柴崎葦津子伊佐

昭紀長野県開拓自興会永原今朝男風間成孔森田重夫木村孝吉岡稔長谷部照

夫名取敬和可児カ一郎千島寛田中信雄山本勝彦吉川孝人川内カチエ塩見

雅正貞平浩埼玉県中国帰国者友の会山本光夫飯白栄助丸茂秀直鈴木革人矢

島真木子及川康年大草正一貞平浩黒岩満喜馬場信昭滝永登 日本中国友好協

会新宿支部三上智恵子小林彰彦富士国際旅行社中島のり子山田嘉彦 中謙吾

千葉健生病院健康友の会中国語教室紙谷周三郎 斉藤忠雄、 NPO法人やまなみ、斉藤

真理高田俊湯川勲北澤吉三獄崎敦子佐貫幸雄寺本康俊後藤邦汎長塚淑江

合田享子肥後茂樹福島国夫小林勝人吉岡広幸藤村光子匿名（社会福祉法人中

日新聞社会事業団扱い） 湯本信幸竹井成範圏野廣一

＜編集後記＞

映画『鳴呼 満蒙開拓団』は今も全国で上映活動が続いている。この映画によって方正

日本人公墓の存在もかなり知れ渡ってきた。これもほんとうに羽田澄子さんのお陰である。

羽田さん、そしてプロデューサーの工藤充さんには謹んで御礼を申し上げます。

映画を通じて新たな出会いもあり、旧友との再会もあった。多くの人たちが映画館に足

を運んでいただいたが圧倒的に高年齢の方が多かった。若い人たち、とりわけ次代を背負

う大学生や高校生に見てもらいたいものである。今後も上映できるよう我々も努力したい。

次号は来年 5月に発行する予定である。今回締切りに間に合わなかった方々、ぜひ原稿

をお寄せください。締切りは3月末です。

上記＜報告＞のカンパなどを寄せられた名前の中に（下から 2行目）匿名とある。これ

は東京新聞の五味洋治記者が書いた記事 (5頁）を読んだ読者からの寄付5万円である。

この匿名氏のように、これまで方正友好交流の会や会報『星火方正』をご存じなかった方々

の善意が次第に広がってきている。改めて感謝申し上げます。

＜表紙写真撮影・師岡武男>
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